
 

 

第５回 神戸電鉄粟生線活性化協議会 議事録 
 
 

日時：平成 22 年 6 月 28 日(月) 14:00～16:10 

場所：三木市立教育センター 出席者：別紙のとおり 
 

開 会 

 

(１) 第４回協議会議事録の確認 

・ 第４回協議会の議事概要について、議事録の確認がなされた。 

 

(２) 報告事項 

・以下の事項について、事務局から報告があった。 

①神戸電鉄粟生線活性化協議会規約（別表１）の一部変更について 

②「地域公共交通活性化・再生総合事業計画」の認定および平成 22 年度補助金交付

決定について 

・以下の事項について、三津澤委員より報告があった。 

③平成 21 年度 神戸電鉄粟生線輸送人員実績 

・以下の事項について、事務局から報告があった。 

④平成 22 年度における協議会の取組み状況 

・ 春のスタンプ＆クイズラリー、緑が丘駅前朝市、粟生線活性化キャラクター列

車出発式、粟生駅周辺農業体験学習、七夕列車の実施状況を報告。 

⑤協議会運営スケジュールの一部変更 

・ 本年度は 4回開催し、11 月に追加開催する第 6回協議会では、平成 22 年度事業

の進捗状況を報告することとなった。 

○ 報告事項について、座長より委員に意見を求めたところ、以下の意見が出された。 

・ 各取組みについての PR を充実させる必要があるのではないか。また、利用促進と

いう点で、イベントや企画きっぷなど、次に乗車してもらえるような情報提供を

行うべきである。 

・ 農業体験学習について、地域で同種の活動を行っているところもあるため、情報

共有を図るようにしてもらいたい。 



 

○ 座長より以下のコメントがあった。 

・ 高速道路割引や無料化も影響しているのか。国の政策による公共交通へのマイナ

ス影響には、国に対応を求めていくことも必要ではないか。 

（三津澤委員より、インフルエンザによる出控えとも重なり、定量的な把握は難し

いが、道路混雑の状況からも車への転移による影響はあると思われる との回答

があった） 

・ 各種イベントについては、そのような取組みも大事ではあるが、利用者増、収入

増への寄与は限られている。恒常的に鉄道を利用してもらえるような施策も必要

である。 

 

(３) 議 事 

●議案１号 平成 21 年度決算（案）の承認について 

○ 議案１号について監事より監査報告があり、委員の承認を得た。 

 

●議案２号「平成 22 年度 神戸電鉄粟生線 地域公共交通活性化・再生総合事業計画（案）」

の承認について 

○ 議案２号について、平成 22 年度事業計画のメニューと事業の概要について事務局

より報告があった。 

 

○ 座長より委員に意見を求めたところ、以下の意見が出された。 

・ 事業内容の広報について、ホームページなどを見られない人への情報提供のため、

地域としても掲示板等での掲出などで協力していきたい。 

・ 計画目標の輸送人員達成のため、イベント実施に加えて、継続的な定期利用者の

確保が必要ではないか。また、輸送人員だけでなく、最終的には収支の改善が図

られなければならない。 

・ まず、輸送人員の目標達成を目指した取組みを推進していくべきではないか。 

・ 将来、三木市、小野市の統合病院が建設されるが、最寄駅となる市場駅からのア

クセス手段（シャトルバス等）を考える必要があるのではないか。 

・ 例えば昔の写真や資料を展示するなど、鉄道に乗ってもらう誘因となるような、

駅や列車内での催事企画を検討してはどうか。 



・ 現在の駅は老朽化して見栄えが悪いので、トイレやベンチ、スロープなど、みん

なに優しい駅になるよう駅施設の改善ができないか。 

（事務局より、活性化・再生総合事業費補助制度では利用促進につながる事業が対

象で、駅美化だけで補助対象と認定されるのは難しいとの回答があった） 

・ 駅舎の塗装など、必要なところは少しずつでも手入れをしてもらえればありがた

い。 

 

○ 座長より以下のコメントがあった。 

・ メニューに挙がっている「利用者参加による公共交通利用啓発活動」については、

幅広い取組みを検討してもらいたい。 

・ 委員からの意見について、できるものについては事業に取り込んでいくようにし

てもらいたい。 

・ 事業に関する告知は、できるだけ多くの人に周知するため、各自治体の広報も協

力して PR してもらいたい。 

・ 統合病院の建設は、まとまった需要を生む可能性があるので、駅からのシャトル

バスなどを含めた対応を検討してもらいたい。 

・ 沿線の街づくりにおいても、駅を中心とした施設配置など、公共交通中心の街づ

くりを都市計画のマスタープランに盛り込んでもらいたい。 

 

○ 議案２号について委員の承認を得た。 

 

●議案３号 平成 22 年度予算（案）の承認について 

○ 議案３号について事務局より報告があり、委員の承認を得た。 

 

閉 会 

以上 



第５回 神戸電鉄粟生線活性化協議会 出席者（敬称略） 

○ 委 員 

氏名 所属・役職 出欠 

末永 清冬 神戸市企画調整局 参事  

長谷川 高義 三木市 まちづくり部長 
代理

出席 

小林 清豪 小野市 副市長  

三津澤 修 神戸電鉄株式会社 常務取締役 鉄道事業本部長  

中垣 千秋 押部谷町連合自治協議会会長  

中野 美都子 押部谷町連合自治協議会副会長  

蓬莱 道龍 前 三木地区区長協議会会長  

安福 惠子 三木市区長協議会連合会会長  

田中 歳彦 前 小野市連合区長会会長  

多鹿  豊 小野市商店街理事  

土井  勉 神戸国際大学経済学部 都市環境・観光学科教授  

 

○ オブザーバー 

氏名 所属・役職 出欠 

松崎 義廣 国土交通省 近畿運輸局 企画観光部 交通企画課 専門官 
代理

出席 

川﨑  廣 国土交通省 近畿運輸局 鉄道部 計画課長  

尾原  勉 兵庫県 県土整備部 県土企画局 交通政策課長  

大西  稔 兵庫県 神戸県民局 総務室 交流・連携参事  

香川 真宏 兵庫県 北播磨県民局 総務室 地域企画課 ﾋﾞｼﾞｮﾝ専門官 
代理

出席 

山本 琢也 神戸市西区 まちづくり推進部 まちづくり推進課長  

 

別紙 


